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1学会記富】

ヴ ェル ナー ・パ シ ャ教授 特 別講 演 会

1993年9月18日 午後,デ ュイスブルク大学で経済政策/東 アジア経済論を担当されて

いるヴェルナー ・パ シャ博士(Dr.WemerPascha)が,「 ドイツにおけ る日本の直接投

資一 そのパ ター ンと変化」 とい う演題で講演 した。博士 は,日 本の ドイツに対する直接

投資が,最:近,様 々な意味で関心 を引 くようになって きた として,各 種のアンケー ト調

査 をふ まえてその傾 向を論 じられた;

1)ヨ ー ロッパ全体での年 ごとの日本の直接投資件数 を見る と,イ ギ リスが断然 トッ

プで ドイツは第3位 であるが,こ の1,2年 の欧州進出件数の全体 としての減少の

なかでは,そ の相対的な差は縮まっている。

2)ド イツで の地域的傾向を見ると,は じめはハ ンブルクが 中心であ ったが,そ の後

デ ュッセル ドルフがセ ンターになった。日本企業向けのイ ンフラも充実 しているの

で,金 融業 にとってのフランクフル トを除けば,デ ュッセル ドルフ地域の重要性は

今後 も動か ないであろう。興味深いことは ドイツ進出を遅れて開始 した韓国企業が

フランクフル ト地域に集中していることである。なお最近では,デ ェッセル ドルフ

地域内での立地再配置傾 向が見 られる。

3)部 門別にみると貿易 ・商業部門が多い。一部ジャーナ リズムのセ ンセーシ ョナル

な報道 と裏腹 に不動産部門での直接投資は低調である。 日本の直接投資のポジテ ィ

ヴな効果が はっきりと見 られるのは雇用面であ り,日 本企業 はすでに総計で7万 人

以上の雇用 を実現している。技術面では,日 本企業 は高い技術を保持 している ドイ

ツ企業を買収す ることもあるが,合 弁す るよ りも完全支配を望むケースが多いので,

技術移転の面での貢献は大 きい とはいえない。

パ シャ博士 は,日 本語 も堪能な ドイツにおける日本/東 アジア研究者の新世代 の1人

である。 そのアプローチの特徴の一つは,こ の講演 にもあ らわれていた地域 ・空 間政策

的視点 とい うことにあり,今 回の約1カ 月の京都滞在 のあいだにも,京 都府や京都の中

堅企業を訪ねて,こ うした視角か らの日本経済論を深め ようとした。また,ド イツにお
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いて もあ らわれている制度的経済学ない しエヴ ォリュー ショナリィ ・エコノミックスの

動向 につ いて も,関 心 のある本学 関係者 と討論 をお こなった。昨年,教 授 に就任 した

デュイスブルク大学で は,日 本/東 アジア経済研究部門を教育 ・研究の両面において拡.

充するという大任 を託 されている。博士 の今後一層の活躍を祈 りたい。

(八木 紀一郎)


